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～討論では令和7年度予算について様々な意見が出されました～

賛成の討論

反対の討論
●社会福祉施設などが次 と々指定管理化・委託化される方向性には賛成できない。
●正規職員の削減が目立つが、市民に責任をもって対応できるよう、正規職員の拡充を求
める。
●市全体の道路状況からすると、道路維持管理費が圧倒的に不足している。
●国保料引き上げは市民の負担増となるため反対である。
●本市は高齢化が進んでいるため、地域での介護体制の充実とともに、年金で入れる、暮ら
せる特別養護老人ホームの増設が課題である。

●財政調整基金の取り崩しを最小限に抑えた予算編成となっている。
●財政の健全性に配慮していることを評価する。
●書かない窓口への対応に向けた申請書自動作成支援システム導入経費が計上されている
など、市民の利便性向上が図られていることを評価する。
●介護人材確保対策が図られていることを評価する。
●若者や子育て世代も含めた幅広い世代の健康増進や積極的な健康管理が期待される。
●有機農業の推進を期待するとともに、竹材を使ってより良質な堆肥を作成するなどの新
しい機能を持たせた堆肥センターの導入を要望する。
●豊かな自然環境を守り、子供たちに引き継いでいこうとしていることを評価する。
●地域防災力及び災害対応力の向上が図られており評価する。
●市制施行75周年記念事業に係る予算が計上されており、将来の100周年に向けた事業展
開にも期待する。
●自治体ＤＸについても、市民の利便性と職員の働き方改革や風通しの良い組織づくりに
つながる更なる取組を期待する。
●水道及び下水道設備の更新や災害対策など、適切な予算措置がされていると評価する。
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可決６会計
総額 1,036億1,093万円1千円1,036億1,093万円1千円
特集 令和７年度予算のあらまし

　令和７年度各会計予算の審査に

当たっては、８人の委員で構成する

予算審査特別委員会を設置し、３月

13日、14日及び17日の３日間にわ

たり慎重に審査しました。

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

小 　 計

6,014,700
1,633,000
1,344,600
266,200
3,243,800
466,937
635,656

10,361,093

12.3%
△ 2.4%
3.6%
3.9%
0.5%

△ 10.9%
1.4%
6.4%

特 

別 

会 

計

区　分 予算額（万円）

■令和７年度各会計予算の規模
対前年度
増減率

一 般 会 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

合 　 計

※各グラフ・表中の合計額や増減額、増減率などは千円
単位で計算しているため、表記されている万円単位
で計算したものと一致しない場合があります。

歳入（収入）
601億4,700万円

一般会計

市民税 17.21％
103億4,960万8千円

固定資産税 18.49％
111億2,251万5千円

市税 40.29％
242億
3,242万8千円

その他市税 4.59％
27億6,030万5千円

地方消費税交付金 6.39％
38億4,530万円

地方交付税 9.53％
57億3,040万5千円使用料及び

手数料 1.88％
11億3,003万9千円

国庫支出金 17.97％
108億545万2千円

県支出金 7.33％
44億1,074万8千円

繰入金 2.18％
13億1,286万9千円

繰越金 0.83％
5億円

諸収入 2.47％
14億8,307万2千円

市債 7.27％
43億7,010万円

その他 3.87％
23億2,658万7千円

歳出（支出）
601億4,700万円

一般会計

総務費 7.99％
48億372万9千円

社会福祉費 11.52％
69億2,799万円

老人福祉費 8.24％
49億5,852万円

児童福祉費 19.96％
120億670万2千円

生活保護費 5.90％
35億4,847万1千円

衛生費 7.76％
46億6,743万円

土木費 5.94％
35億7,403万2千円

消防費 3.50％
21億333万5千円

教育費 17.73％
106億6,250万5千円

公債費 7.67％
46億1,360万4千円

諸支出金 0.60％
3億6,090万3千円

その他 3.19%
19億1,977万9千円

民生費 45.62％
274億4,168万3千円

予算審査特別委員会について
　予算の審査は、本会議の議決により特別
委員会を設け審査しています。
　審査方法は、会計ごとに質疑を行い、終
了後、討論を経て採決を行います。

委 員 長

副委員長

委　　員

竹内　美穂

木村　欽一

古矢　千晴

川崎　貴志

小林　裕子

谷口　早苗

深井　和幸

星野　幸治

令和７年度予算審査特別委員会

市民の皆さんから納められた税金

県税の地方消費税の一部が
県から配分されたお金

地方公共団体間の行政サービス
の差をなくすために、国から配分
されたお金

特定の使途のために国から
交付された補助金等

特定の使途のために県から
交付された補助金等

市の全般的な管理事務、市税の賦課徴収、
戸籍や住民票の発行、選挙などにかかったお金

障がい者福祉、高齢者福祉、保育所、
子ども医療費助成金などにかかったお金

がん検診、予防接種、感染症対策、
環境保全などにかかったお金

道路、河川、公園、など
の整備、駅周辺のまち
づくりなどにかかっ
たお金

小中学校、幼稚園、生涯学習、
文化、スポーツなどにかかっ
たお金
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　野田市議会では、「総務」「環境経済」「文教福祉」「建設」の常任委員会を設置し、
各委員会が所管する議案等を審査しています。

行
政
組
織
及
び
各
部
の

所
管
事
務
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

総　務■
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

部・室の名称 所管事務

企画財政部

自然経済推進部
ＰＲ推進室

交通政策室
市政推進室

秘書室

危機管理部

広報広聴及び市民相談に関すること。
ファシリティマネジメントに基づく公共施設の適正な維持
管理に関すること。
防災その他の危機管理に関すること。
観光に関すること。
魅力発信に関すること。
市政に関する重要施策の推進に関すること。
地域交通の推進に関すること。
秘書に関すること。

一
般
職
の
職
員
の

給
与
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

総　務■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

令
和
７
年
度
分
の
人
事
院
勧
告
へ
の
対
応
と
し
て
、

職
務
や
職
責
を
よ
り
重
視
し
た
給
与
体
系
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
配
偶
者
に
係
る
手
当
を
廃

止
し
、
子
に
係
る
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

手
当
は
、
近
隣
市
と
の
均
衡
を
考
慮
し
6
％
か
ら
8

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
管
理
職
を

志
す
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
た
め
、

９
級
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
生
じ
る
行
政
課
題

に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
、
組
織
体
制
の
整

備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害

時
に
お
け
る
市
の
指
揮
命
令

系
統
を
よ
り
明
確
に
し
、
迅

速
か
つ
円
滑
に
災
害
対
応
を

行
う
た
め
に
危
機
管
理
部
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
交
通
に
係
る

施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
推
進
す
る
た
め
に
交
通
政

策
室
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
変
更
点
に
つ
い
て
は
下
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
会一致全

会一致

賛
成多数

国
民
健
康
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

環境経済■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
保
険
料
率
に
係
る
規
定
が

改
定
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
料
の
う
ち
、
被
保
険
者

の
人
数
に
応
じ
て
負
担
す
る
医
療
分
の
均
等
割
額
及

び
世
帯
ご
と
に
負
担
す
る
医
療
分
の
平
等
割
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
（
改
定
額
は
左
図
の
と
お
り
）
。

委
員
か
ら
は
、
標
準
保
険
料
率
と
の
乖
離
が
解
消

さ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
当
局

か
ら
は
、
国
が
令
和
15
年
度
ま
で
に
完
全
統
一
に
移

行
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
示
し
て
い
る
た
め
、
そ
の

時
期
を
目
標
に
、
県
が
示
す
本
市
の
標
準
保
険
料
と

市
の
保
険
料
を
近
付
け
て
い
く
方
針
で
あ
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
委
員
か
ら
は
、
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
法
定
外
繰
入
れ
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

※特定世帯
国保加入者が後期高齢者医療制度に移行した
ことにより、同一世帯の他の国保加入者が１
人だけとなった世帯

改定前

１６，６００円

２４，６００円

１２，３００円

１８，４５０円

２１，９００円

２８，８００円

１４，４００円

２１，６００円

５，３００円

４，２００円

２，１００円

３，１５０円

医療分均等割

特定世帯・
特定継続世帯以外

特定世帯（※）

特定継続世帯

改定後 差額

医
療
分
平
等
割
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付
託
議
案
の
詳
細
、
審
議
内
容
、
討
論
等
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。▶

文教福祉

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に

関
す
る
基
準
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
　

全
会一致

全
会一致

令
和
７
年
度
以
降
も
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
を
実
施
す
る
た
め
、
国
基

準
を
基
に
、
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
設
備
運
営
基
準
の
趣
旨
及
び
目
的
、

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
設
備
、
職
員
の
基
準
な

ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
対
象
者

数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
全
体
で
1

千
14
名
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
委
員
か
ら
は
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
試
行
的

事
業
と
の
関
連
性
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

■
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
て
魅
力
あ
る
景

観
形
成
に
取
り
組
む
た
め
、
景
観
法
及
び
景
観
計
画

に
基
づ
く
手
続
等
を
規
定
し
た
本
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

本
条
例
は
、
景
観
形
成
に
関
す
る
手
段
や
考
え
方

に
つ
い
て
、
緩
や
か
な
ル
ー
ル
を
定
め
、
協
議
及
び

誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
景
観
に
対
す
る
意
識
を
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
共
有
し
、
共
に
醸
成
し
て
い

く
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
す
。

■
景
観
条
例
の
制
定
　

建　設

魅
力
あ
る
景
観
形
成
に
取
り
組
む

た
め
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
梅
台
地
区
の
地
区
整
備
計
画
に
係
る
都
市
計

画
決
定
に
伴
い
、
関
係
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
山
崎
梅
台
地
区
整
備
計
画
区
域
内
の

建
築
物
の
用
途
の
制
限
、
建
蔽
率
・
容
積
率
の
最
高

限
度
な
ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
条
例
改
正
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響

等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
、
建
蔽
率
・

容
積
率
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
で
建
築
行
為
が
行
い
や

す
く
な
る
。
ま
た
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
狭
隘
道
路
対
策
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

■
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

　建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

建　設

山
崎
梅
台
地
区
の

整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
　
　
　

う
め  

だ
い

全
会一致

市
民
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

環境経済■
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
早
期
の
回
復
又

は
軽
減
並
び
に
犯
罪
被
害
者
等
の
生
活
再
建
の
支
援

及
び
権
利
利
益
の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
等
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
市
民
の
責
務
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
当
局
か
ら
、
犯
罪
被
害
者
の
方
々
が
犯
罪
の
後

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
中
傷
や
近
所
で
の
う
わ
さ
な
ど
が

原
因
で
そ
の
場
に
い
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

市
民
の
方
々
に
も
被
害
者
の
立
場
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
偏
見
な
ど
が
な
く
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
犯
罪

被
害
者
等
へ
の
正
し
い
認
識
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

ま
た
、
市
は
犯
罪
被
害
者
等
が
直
面
し
て
い
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報

の
提
供
及
び
助
言
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行

い
、
犯
罪
被
害
者
等
の
心
身
の
状
況
変
化
に
応
じ
た

必
要
な
支
援
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
う
と
と
も
に
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
遺
族
に
対
し
見
舞
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

全
会一致

全
会一致

あ
い

ぺ
い

令和７年５月１日発行5



●老朽化が進んでいるSAN-POWスタジアム
野田（総合公園野球場）の改修工事を順次進め
ている
●令和７年度はスポーツ振興くじ助成金を活用
し、６年度に設計業務を実施したスコアボー
ドのほか、内野やグラウンド内の側溝も改修
する

P I C K U P令和７年度予算

介護人材確保対策事業
予算額　980万

●中学校の部活動指導員を増員することで、
部活動のさらなる充実を図る
●地域人材を活用して学校・拠点校部活動
　（クラブ）を実施し、部活動の
　機会を確保する

部活動指導員配置事業及び
　　　　　　部活動地域支援事業

予算額　400万円

●介護職員研修受講料等の費用の助成を行うと
ともに、介護職員合同就職相談会を開催
●市独自に介護支援専門員等の研修費用等に
ついて全額助成金を交付
●併せて処遇改善補助金を交付し、介護支援専門
員等の雇用の確保及び定着を図る

●建設から50年以上経過し、老朽化が進んでい
る学校給食センターを新築し、令和8年9月の
稼働開始に向けて整備する

給食センター整備事業
予算額　27億6,230万円

SAN-POWスタジアム野田（総合公園野球場）SAN-POWスタジアム野田（総合公園野球場）

総合公園野球場改修事業

のだ市議会だより 166号 6



●今後も有害鳥獣の増加が懸念されることか
ら、箱わなでイノシシ捕獲時に通知されるシ
ステムを導入し、捕獲従事者の負担軽減を図
り、効率的な捕獲を推進する

有害鳥獣
　　わな捕獲通知システムの導入

申請書自動作成支援システムの導入
予算額　１,030万円

●健康・スポーツポイント事業をはつらつポイン
ト事業に名称変更するとともに、のだ健康・ス
ポーツアプリを導入
●はつらつポイント又はのだ健康・スポーツアプ
リのどちらかを選択可能

健康・スポーツポイント事業
予算額　1,480万円

●母子健康手帳アプリを導入し、母子の積極的な
健康管理の促進、妊娠・出産・育児期の継続的な
サポートを図る
●母子健康手帳に記載する内容の記録のほか、予
防接種のスケジュール管理、子育て情報の通知、
多言語翻訳等の機能が活用可能

母子健康手帳アプリの導入
予算額　60万円

　

●市民課・支所・出張所に申請書自動作成支援シ
ステムを導入し、申請書記入の負担軽減や手続
処理時間の短縮等を図る

●各施設は指定避難所として防災拠点に位置付
けられていることから、停電時においても自立
運転が可能なガス式を採用
●修繕等の工事や地域間のバランスを考慮し、令
和７年度はトイレ改修工事を行う中学校５校
において実施

避難所体育館空調設備設置事業
　

▲詳しくはこちら
　をご覧ください。

令和７年５月１日発行7



元気で明るい家庭を築ける野田市を目指して元気で明るい家庭を築ける野田市を目指して

　市制施行75周年という大きな節目を市全体でお祝いするとともに、個性豊かな
まちづくりを行う人権・平和尊重都市宣言、そして健康スポーツ文化都市宣言の理
念を尊重し、「夢のある住みよいまち」「元気で明るい家庭を築けるまち」を目指し、
市民のみなさまとの一体感を醸成していくため、市制施行75周年記念事業が実施
されます。
　今定例会では、そのための予算を盛り込んだ令和７年度予算が可決されましたの
で、一部の事業を御紹介します。

　市制施行75周年という大きな節目を市全体でお祝いするとともに、個性豊かな
まちづくりを行う人権・平和尊重都市宣言、そして健康スポーツ文化都市宣言の理
念を尊重し、「夢のある住みよいまち」「元気で明るい家庭を築けるまち」を目指し、
市民のみなさまとの一体感を醸成していくため、市制施行75周年記念事業が実施
されます。
　今定例会では、そのための予算を盛り込んだ令和７年度予算が可決されましたの
で、一部の事業を御紹介します。

　市制施行75周年という節目の年を迎えるに当たり、市制施行日の５月３日に野田
ガスホール（文化会館）で記念式典が開催されます。
　市制施行75周年という節目の年を迎えるに当たり、市制施行日の５月３日に野田
ガスホール（文化会館）で記念式典が開催されます。

　市の偉人である終戦時内閣総理大臣の鈴木貫太郎翁の功績を多くの市民に
知っていただくため、鈴木貫太郎翁の孫の鈴木道子氏を招き、「祖父・鈴木貫太郎
孫娘が見た、終戦首相の素顔」の講演が開催されるとともに、映画「日本のいちばん
長い日」が上映されます。
　また、「最後の御前会議」の複製を作成し、市役所ふれあいギャラリーで終戦と
鈴木貫太郎翁に係る資料の出張展示が行われます。

　市の偉人である終戦時内閣総理大臣の鈴木貫太郎翁の功績を多くの市民に
知っていただくため、鈴木貫太郎翁の孫の鈴木道子氏を招き、「祖父・鈴木貫太郎
孫娘が見た、終戦首相の素顔」の講演が開催されるとともに、映画「日本のいちばん
長い日」が上映されます。
　また、「最後の御前会議」の複製を作成し、市役所ふれあいギャラリーで終戦と
鈴木貫太郎翁に係る資料の出張展示が行われます。

　市制施行75周年を記念して、まめバスの利用
促進を図るとともに、野田市への愛着心の醸成を
図ることを目的に、まめバスのオリジナルチョロＱが
製作され、市役所や市内の店舗等で販売されます。

　市制施行75周年を記念して、まめバスの利用
促進を図るとともに、野田市への愛着心の醸成を
図ることを目的に、まめバスのオリジナルチョロＱが
製作され、市役所や市内の店舗等で販売されます。

市制市制 周年記念事業が周年記念事業が
実施されます実施されます

まめバスチョロＱ製作販売事業

「戦後80周年と鈴木貫太郎」企画展等

記念式典

まめバス運行５周年を記念して
平成21年に製作されたチョロＱ。現在は販売終了

▲

ⓒTOMY
  「チョロQ」は株式会社タカラトミーの登録商標です。

他の事業についてはこちらをご覧ください。他の事業についてはこちらをご覧ください。

▲▲
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木
村
　欽
一

 

議
員

 

政
清
会

市政を　 う
一般質問 問 A

Q

野
田
総
合
病
院
の
現
在
の
医
療
体
制
及
び

今
後
の
地
域
医
療
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
７
年
２
月
１
日
か
ら
医
療
法
人
徳
洲

会
が
、
専
門
外
来
で
あ
る
小
児
難
聴
言
語
外

来
を
含
め
、
小
張
総
合
病
院
の
診
療
科
、
診
療
体
制

を
引
き
継
ぎ
、
支
障
な
く
病
院
運
営
を
開
始
し
て
い

る
。今

後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
７
年
度
も
６
年
度
に

引
き
続
き
、
市
医
師
会
並
び
に
野
田
総
合
病
院
、
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
及
び
野
田
病
院
と
市
救
急
医

療
体
制
確
保
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
べ
く
協
議
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

も
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た
に
総
合
病

院
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
地
域
医
療

の
向
上
と
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

本
市
の
医
療
及
び
救
急
体
制
に
つ
い
て

問答

下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
及
び
上
水

道
施
設
の
更
新
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
市
下
水
道
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
書
を
策
定
し
、

令
和
元
年
度
か
ら
点
検
調
査
と
修
繕
を
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
本
市
の
下
水
道
管
の
総
延
長
の
う
ち
、

耐
用
年
数
を
超
過
し
た
も
の
は
４
％
の
約
20
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
、
異
常
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
大
規
模
な
改
修
が
急
が
れ
る
上
花
輪
浄
水

場
に
つ
い
て
は
、
上
花
輪
浄
水
場
再
構
築
等
建
設
事

業
を
計
画
し
、
３
月
中
旬
に
契
約
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
当
計
画
で
は
、
10
年
度
ま
で
に
機
械
設
備
や
電

気
設
備
な
ど
の
配
水
施
設
に
耐
震
及
び
浸
水
対
策
を

講
じ
た
上
で
再
構
築
工
事
を
行
い
、
そ
の
後
、
配
水

池
整
備
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
上
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
順

次
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
耐
震
化
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

治
水
・
利
水
に
つ
い
て

問答

・
Ａ
Ｉ
診
断
に
よ
る
上
下
水
道
の
管
路
更
新
計
画

・
愛
宕
駅
周
辺
の
開
発
　
ほ
か

他
の
質
問

他
の
質
問

・
基
金
等
の
状
況
等

　３月定例会では16人の議員が一般質問に登壇しました。こちらでは質疑と答弁を
抜粋し、要約したものを紹介します。
※ＱＲコードから、８月31日まで一般質問の動画をご覧いただくことができます。９月１日以降は、
　議会ホームページの録画中継をご利用ください。

川
崎
　貴
志

 

議
員

 

六
諭
会

令和７年５月１日発行9



　

　受
診
率
及
び
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

　
当
該
検
査
は
任
意
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
つ

き
の
難
聴
を
早
期
に
発
見
し
支
援
や
治
療
を

行
う
こ
と
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
言
葉
の
発
達
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
市
が
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
受
診
率
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
が
85.
８
％
、
４
年
度
が

92.
５
％
、
５
年
度
が
88.
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
該
検
査
は
出
産
時
の
入
院
期
間
中
に
行

う
た
め
、
妊
娠
中
か
ら
検
査
の
必
要
性
を
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
交
付

時
に
配
布
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
新
生
児
聴
覚

検
査
を
う
け
ま
し
ょ
う
」
の
説
明
を
行
い
な
が
ら
受

診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
妊
娠
中
の
支
援

な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
受
診
勧
奨
に
努
め
た
い
。

　現
在
策
定
中
の
本
市
全
域
を
対
象
と
し
た
立

地
適
正
化
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　
立
地
適
正
化
計
画
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
に
対
応
し
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
や

住
居
等
を
計
画
的
に
誘
導
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
生
活

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
つ
つ
市
全
域
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
続
で
き
る
計
画
と
し
て
い
く
。

　
な
お
、
関
宿
地
域
は
公
共
交
通
と
働
く
場
に
乏
し

く
、
人
口
減
少
が
特
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
当
該
計
画
の
策
定
と
併
せ
て
、
鈴
木
貫

太
郎
記
念
館
の
再
建
と
川
の
駅
の
整
備
を
喫
緊
の
課

題
と
し
て
都
市
再
生
整
備
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い

く
。 問答

今
後
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
目

撃
情
報
や
猟
友
会
の
情
報
を
基
に
、
現
在
営

巣
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
地
区
に
お
い
て
、
く
く

り
わ
な
や
箱
わ
な
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
は
、
個

体
数
の
著
し
い
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
国
の
新
し
い
地

域
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、
く
く

り
わ
な
や
箱
わ
な
を
増
設
し
対
策
強
化
に
努
め
た

い
。

　
ま
た
、猟
友
会
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
時
に
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
て
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
通
知
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（※）
機
器
を
導
入
し
運
用
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
今
後
も
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
は
じ
め
と
し

た
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係

各
所
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　検
査
に
つ
い
て

問答

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問

・
千
葉
県
知
事
選
挙
の
投
票
率
向
上
へ
の
取
組

他
の
質
問

・
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
119
の
利
用

他
の
質
問

・
臨
時
運
行
許
可
（
仮
ナ
ン
バ
ー
）
の
管
理
等

桜
田
　康
則

 

議
員

 

公
明
党

 

議
員

古
矢
　千
晴

 

民
主
連
合

庄
司
　真
生

 

議
員

 

の
だ
み
ら
い

※ICT
Information and Communication
Technologyの略で、情報通信技術。
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教
職
員
未
配
置
の
状
況
及
び
県
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
６
年
度
末
の
教
職
員
未
配
置
の
状
況

の
見
込
み
は
、
小
学
校
８
校
で
10
名
、
中
学

校
５
校
で
５
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
代
替
講
師
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会
が
任
用
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
今
後
も
強
く
要
望
を
続
け
て
い
く
。

要
望
に
当
た
っ
て
は
、
講
師
が
配
置
さ
れ
や
す
く

な
る
よ
う
、
講
師
が
必
要
と
な
る
学
校
の
情
報
を
県

教
育
委
員
会
へ
定
期
的
に
提
供
し
て
い
る
。
な
お
、

要
望
す
る
だ
け
で
な
く
、
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
、
講
師
の
募
集
案
内
を
市
内
小
中
学
校
の
保
護
者

へ
配
布
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
講
師
を
直
接
募
集

す
る
登
録
会
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
の
取
組
を
実
施

し
、
教
職
員
の
未
配
置
解
消
に
努
め
て
い
る
。

令
和
７
年
度
の
土
曜
授
業
の
回
数
や
内
容
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
７
年
度
の
土
曜
授
業
の
回
数
に
つ
い

て
は
、
６
年
度
と
同
様
に
、
学
校
の
実
情
に

応
じ
て
年
間
実
施
回
数
を
５
回
か
ら
８
回
ま
で
と
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
実
施
内
容
に
つ
い
て
も
、

６
年
度
と
同
様
に
、
土
曜
授
業
な
ら
で
は
の
地
域
や

保
護
者
等
に
開
か
れ
た
授
業
を
教
育
課
程
内
で
行
う

こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
活
動
を
直
接
、
地
域
や

保
護
者
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
称
賛
さ
れ
る
機
会

と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
土
曜
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
分
析
し
た
上
で
、
７
月
頃

を
め
ど
に
検
討
委
員
会
を
開
催
し
意
見
を
い
た
だ
く

予
定
で
あ
る
。

土
曜
授
業
に
つ
い
て

問答

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
際
の

不
都
合
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合

は
、
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
等
の
電
子
申
請
や
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
で
き
な
く
な
る
。
そ
の

た
め
、
更
新
手
続
が
完
了
す
る
ま
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
使
用
し
な
い
対
応
を
と
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限

の
満
了
日
が
属
す
る
月
の
月
末
か
ら
３
か
月
後
の
月

末
ま
で
は
、
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
。
し
か
し
、

当
該
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
更
新
手
続
が
必
要
と

な
る
。

な
お
、
有
効
期
限
の
満
了
日
が
属
す
る
月
の
月
末

か
ら
２
か
月
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
職
権
で
資
格
確
認

書
を
交
付
し
、
世
帯
主
に
送
付
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
更
新
に
係
る
対
応
つ
い
て

問答

市
内
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る

　

  

教
職
員
未
配
置
問
題
に
つ
い
て

問答・
地
震
災
害
時
の
避
難
所
環
境
の
整
備

・
防
災
教
育
の
位
置
づ
け
等

他
の
質
問

・
県
道
境
杉
戸
線
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
う
関
宿
橋

　
東
側
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
安
全
対
策

他
の
質
問

小
室
　美
枝
子

 

議
員

 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

議
員

星
野
　幸
治

 

議
員

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団

金
木
　祐
輔

 

議
員

 

野
田
の
明
日
を
考
え
る
会

他
の
質
問

・
介
護
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
対
応
　
ほ
か
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本
市
及
び
周
辺
市
に
お
け
る
保
護
司
と
の

協
力
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
更
生
保
護
は
、
国
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

協
働
体
制
で
推
進
さ
れ
て
お
り
、
保
護
司
が

そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
国
が
活
動
環
境
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
保
護
司
の
面
接
場
所
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

市
の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
と
考
え
、
公
民
館
な
ど

を
無
償
で
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
に
向
け
た
啓
発
活
動
と
し
て
、
市
内

の
関
係
機
関
・
団
体
が
組
織
し
、
市
長
が
委
員
長
を

務
め
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
野
田
地
区
推

進
委
員
会
に
よ
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
後
継
者
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
職
員
研
修
の
中
で
保
護
司
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
な
ど
、
保
護
司
制
度
や
活
動
内
容
の
周
知
を

図
り
た
い
。

問答 保
護
司
制
度
へ
の
市
の
支
援
に
つ
い
て

県
の
緊
急
点
検
以
降
、
市
と
し
て
何
か
対

策
を
講
じ
て
い
る
か
伺
う
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
下
水
道
台
帳
を
基
に
、
地
区
ご
と
に
大
口

径
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
延
長
の
洗
い
出
し

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
即
時
点
検
箇
所
は
、
１
月

30
日
と
31
日
の
２
日
間
で
点
検
を
行
い
、
要
点
検
箇

所
は
、
職
員
に
よ
る
点
検
を
順
次
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

書
を
基
に
、
計
画
的
な
点
検
調
査
と
維
持
修
繕
を
行

い
た
い
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
導
水
管
や
送
水
管
、
重
要

給
水
管
の
緊
急
点
検
を
１
月
30
日
に
実
施
し
た
。
点

検
で
は
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
点
検

を
継
続
し
た
い
。

　
ま
た
、
基
幹
管
路
以
外
の
水
道
管
点
検
と
し
て
、

令
和
７
年
度
ま
で
漏
水
調
査
業
務
委
託
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
近
年
は
、
衛
星
画
像
を
活
用
し
た
漏
水

調
査
技
術
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報

収
集
に
努
め
た
い
。

　 上
下
水
道
管
の

　

  

今
後
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

問答

検
証
や
対
応
の
記
録
を
残
し
閲
覧
に
供
す

る
こ
と
、
ま
た
、
関
係
者
等
と
情
報
を
共
有

し
、
将
来
に
備
え
る
こ
と
へ
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
検
証
し
、
将
来
の
未

知
の
感
染
症
危
機
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
質
問
に
あ
る
よ
う
な
実
施
し
た
施
策
を
記
録
す
る

冊
子
を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
が
、
幅
広
い
感
染
症

危
機
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
令
和
７
年
度
に
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の
見
直
し
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
先
述
の
課
題
も
整
理

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
な
お
、
見
直
し
に
当
た
っ

て
は
、
医
師
会
や
保
健
所
な
ど
の
関
係
団
体
が
委
員

と
し
て
参
画
す
る
野
田
市
保
健
医
療
問
題
審
議
会
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

他
の
質
問

・
老
朽
化
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
取
扱
い

問答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　対
応
の
検
証
に
つ
い
て

濵
田
　勇
次

 

議
員

 

六
諭
会

河
井
　哲
弥

 

議
員

 

い
ち
い
の
会

・
市
職
員
が
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

・
行
旅
死
亡
人
の
取
扱
い

他
の
質
問

 

議
員

深
井
　和
幸

 

議
員

 

政
清
会
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県
が
宿
泊
税
定
額
150
円
を
導
入
予
定
だ
が
、

市
の
見
解
及
び
市
へ
の
影
響
や
課
題
、
交
付

金
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
宿
泊
料
金

上
昇
の
可
能
性
が
あ
り
、
宿
泊
客
が
宿
泊
料

金
の
安
い
他
の
地
域
を
選
ぶ
要
因
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
で
の
宿
泊
税
徴

収
の
手
続
や
管
理
コ
ス
ト
な
ど
事
務
負
担
の
増
加
も

課
題
と
考
え
ら
れ
、
宿
泊
税
導
入
に
よ
る
相
応
の
効

果
が
あ
る
か
懸
念
が
あ
る
。

　
令
和
７
年
１
月
に
県
が
発
表
し
た
宿
泊
税
の
導
入

に
向
け
た
資
料
に
よ
る
と
、
市
町
村
へ
の
交
付
金
は

税
収
の
25
％
を
市
町
村
へ
配
分
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
80
％
を
宿
泊
者
数
、
20
％
を
旅
行
者

数
で
配
分
し
た
場
合
の
野
田
市
の
交
付
金
の
試
算
額

は
536
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

要
望
活
動
の
内
容
と
知
事
の
回
答
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
は
、
一
級
河
川
の
江
戸
川
と
そ
の
流

末
で
あ
る
東
京
湾
の
流
域
に
属
し
て
お
り
、

令
和
7
年
1
月
の
要
望
活
動
は
、
流
域
関
連
市
８
市

長
と
知
事
が
面
会
し
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
江
戸
川
第
一
終
末
処
理
場
の
水
処
理
施
設
は
８
系

列
計
画
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
、
第
1
系
列
の
供
用

が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
下
水
道
普
及
率
100
％
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
残
る
７
系
列
の
早
期
完
成
が
必

須
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
知
事
に
は
、
整
備
に
必
要

な
予
算
の
確
保
や
将
来
汚
水
量
に
応
じ
た
段
階
的
か

つ
計
画
的
な
整
備
の
着
実
な
推
進
を
要
望
し
た
。

　
要
望
に
対
し
知
事
か
ら
は
、
第
２
系
列
の
完
成
を

待
た
ず
第
３
系
列
の
整
備
を
前
倒
し
で
進
め
、
早
期

の
下
水
道
普
及
率
100
％
を
目
指
し
て
協
力
し
て
い
く

と
の
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

他
の
質
問

・
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
学
習
の
充
実

他
の
質
問

・
情
報
発
信
の
戦
略 栗

原
　基
起

 

議
員

 

の
だ
み
ら
い

小
椋
　直
樹

 

議
員

 

民
主
連
合

問答 江
戸
川
第
一
終
末
処
理
場
の
早
期
整
備

に
関
す
る
要
望
活
動
に
つ
い
て

・
国
の
新
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

　
（
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

-

Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
の
活
用

他
の
質
問

問答 宿
泊
税
に
つ
い
て

問
周
知
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
予
定

に
つ
い
て
伺
う
。

　
周
知
活
動
に
つ
い
て
は
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
を
契
機
に
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た

め
、
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
本
市

ゆ
か
り
の
選
手
を
特
集
す
る
。
ま
た
、
当
大
会
の
歴

史
が
古
く
、
伝
統
あ
る
大
会
で
あ
る
こ
と
や
、
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
特
有
の
工
夫
な
ど
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
手
話
に
よ
り
動
画
の
配
信
な
ど
も
行
う
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
市

制
施
行
75
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
本
市
ゆ
か
り
の

デ
フ
ア
ス
リ
ー
ト
を
市
内
の
小
中
学
校
に
招
き
、
講

演
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
事
業
を
予
定

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
障
が
い
へ

の
理
解
促
進
や
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組

み
た
い
。

問答 東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て

椿
　
　博
文

 

議
員

 

公
明
党
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令
和
７
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
対

策
審
議
会
で
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
め
バ
ス
は
、
令
和
６
年
10
月
１
日
に
新

た
な
運
行
計
画
を
基
に
運
行
を
開
始
し
た
。

当
該
計
画
は
、
従
前
の
ル
ー
ト
を
基
本
と
し
、
ダ
イ

ヤ
の
組
換
え
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
主
と
し
て
再

編
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
７
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
対
策
審
議
会
で

は
、
ル
ー
ト
の
再
編
、
ダ
イ
ヤ
改
正
、
運
賃
の
改
定

に
加
え
、
交
通
不
便
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
代
替
交

通
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

　
な
お
、
ま
め
バ
ス
の
運
賃
改
定
や
デ
マ
ン
ド
交
通

等
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
運
送
法
の
規
定
に

従
い
、
新
た
に
地
域
公
共
交
通
会
議
等
の
協
議
体
を

設
置
し
た
い
。

地
区
一
帯
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
当
該
地
区
で
は
、
希
少
種
を
は
じ
め
多
種

多
様
な
生
き
物
が
湿
地
や
湧
水
、
水
路
に
生

息
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
水
路
整
備
等
に
よ
る

生
き
物
へ
の
影
響
調
査
を
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
影
響
調
査
の
内
容
と
し
て
、
植
生
や
湧
水
な
ど
の

現
況
調
査
を
実
施
し
、
希
少
種
が
生
息
す
る
た
め
に

必
要
な
環
境
箇
所
を
選
定
す
る
。
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
生
物
多
様
性
の
だ
戦
略
市
民
会
議
の
中
で
意

見
を
い
た
だ
き
、
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
影
響
調
査
と
併
せ
て
、
こ
の
地
域
の
自
然

環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
の
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
市
民
会

議
に
お
け
る
意
見
や
地
権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、整
備
計
画
の
目
標
や
基
本
方
針
を
設
定
し
た
い
。

・
本
市
の
下
水
道
施
設
の
状
況
と
今
後
の
対
応

・
建
設
労
働
者
の
支
援
策
と
充
実

他
の
質
問

問答 尾
崎
金
島
地
区
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

か
な
し
ま

問答 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
対
策
と

　

   

交
通
不
便
地
域
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問

・
行
政
文
書
の
取
扱
い

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
等

会議録をご覧ください

滝
本
　恵
一

 

議
員

 

民
主
連
合

 

議
員

長
　
　勝
則

 

議
員

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団

　市議会だよりに掲載の審議内容や一般質問は紙面の都合により要約してありま
すので、詳しい内容は会議録をご覧ください。会議録は次の場所で閲覧することが
でき、6月初旬に配置する予定です。

　市議会だよりに掲載の審議内容や一般質問は紙面の都合により要約してありま
すので、詳しい内容は会議録をご覧ください。会議録は次の場所で閲覧することが
でき、6月初旬に配置する予定です。

　会議録及び委員会の会議録は、市議会ホームページでもご覧いただけますので
ご利用ください。
　会議録及び委員会の会議録は、市議会ホームページでもご覧いただけますので
ご利用ください。

◇市内各図書館
◇議会資料室（委員会会議録も含む）
◇情報公開コーナー（市役所総務課内）

◇市内各図書館
◇議会資料室（委員会会議録も含む）
◇情報公開コーナー（市役所総務課内）
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本
市
及
び
周
辺
市
に
お
け
る
保
護
司
と
の

協
力
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
更
生
保
護
は
、
国
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

協
働
体
制
で
推
進
さ
れ
て
お
り
、
保
護
司
が

そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
国
が
活
動
環
境
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
保
護
司
の
面
接
場
所
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

市
の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
と
考
え
、
公
民
館
な
ど

を
無
償
で
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
に
向
け
た
啓
発
活
動
と
し
て
、
市
内

の
関
係
機
関
・
団
体
が
組
織
し
、
市
長
が
委
員
長
を

務
め
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
野
田
地
区
推

進
委
員
会
に
よ
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
後
継
者
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
職
員
研
修
の
中
で
保
護
司
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
な
ど
、
保
護
司
制
度
や
活
動
内
容
の
周
知
を

図
り
た
い
。

問答 保
護
司
制
度
へ
の
市
の
支
援
に
つ
い
て

県
の
緊
急
点
検
以
降
、
市
と
し
て
何
か
対

策
を
講
じ
て
い
る
か
伺
う
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
下
水
道
台
帳
を
基
に
、
地
区
ご
と
に
大
口

径
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
延
長
の
洗
い
出
し

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
即
時
点
検
箇
所
は
、
１
月

30
日
と
31
日
の
２
日
間
で
点
検
を
行
い
、
要
点
検
箇

所
は
、
職
員
に
よ
る
点
検
を
順
次
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

書
を
基
に
、
計
画
的
な
点
検
調
査
と
維
持
修
繕
を
行

い
た
い
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
導
水
管
や
送
水
管
、
重
要

給
水
管
の
緊
急
点
検
を
１
月
30
日
に
実
施
し
た
。
点

検
で
は
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
点
検

を
継
続
し
た
い
。

　
ま
た
、
基
幹
管
路
以
外
の
水
道
管
点
検
と
し
て
、

令
和
７
年
度
ま
で
漏
水
調
査
業
務
委
託
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
近
年
は
、
衛
星
画
像
を
活
用
し
た
漏
水

調
査
技
術
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報

収
集
に
努
め
た
い
。

　 上
下
水
道
管
の

　

  

今
後
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

問答

検
証
や
対
応
の
記
録
を
残
し
閲
覧
に
供
す

る
こ
と
、
ま
た
、
関
係
者
等
と
情
報
を
共
有

し
、
将
来
に
備
え
る
こ
と
へ
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
検
証
し
、
将
来
の
未

知
の
感
染
症
危
機
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
質
問
に
あ
る
よ
う
な
実
施
し
た
施
策
を
記
録
す
る

冊
子
を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
が
、
幅
広
い
感
染
症

危
機
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
令
和
７
年
度
に
市
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の
見
直
し
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
先
述
の
課
題
も
整
理

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
な
お
、
見
直
し
に
当
た
っ

て
は
、
医
師
会
や
保
健
所
な
ど
の
関
係
団
体
が
委
員

と
し
て
参
画
す
る
野
田
市
保
健
医
療
問
題
審
議
会
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
に
反
映
さ
せ
た
い
。

他
の
質
問

・
老
朽
化
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
取
扱
い

問答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　対
応
の
検
証
に
つ
い
て

濵
田
　勇
次

 

議
員

 

六
諭
会

河
井
　哲
弥

 

議
員

 

い
ち
い
の
会

・
市
職
員
が
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

・
行
旅
死
亡
人
の
取
扱
い

他
の
質
問

 

議
員

深
井
　和
幸

 

議
員

 

政
清
会

のだ市議会だより 166号 12

議案等の審議結果

認  
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案
議 案

１
１
２
３
４
５
６
７
８
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24 
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

専決処分の承認（令和６年度一般会計補正予算（第９号））
令和７年度一般会計予算
令和７年度国民健康保険特別会計予算
令和７年度介護保険特別会計予算
令和７年度後期高齢者医療特別会計予算
令和７年度水道事業会計予算
令和７年度下水道事業会計予算
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
行政組織条例の一部改正
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
公務員等の旅費に関する条例の一部改正
職員の退職手当に関する条例の一部改正
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例の一部改正
手数料条例の一部改正
国民健康保険条例の一部改正 　　　　　
犯罪被害者等支援条例の制定
移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部改正
老人デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正
地域包括支援センターの設置者が包括的支援事業を実施するために必要な基準を定める条例の一部改正
留守家庭学童保育所設置条例の一部改正
児童福祉審議会条例の一部改正
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
ことば相談室の設置及び管理に関する条例の廃止
地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
景観条例の制定
水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部改正
春風館道場の指定管理者の指定
市立あおい空の指定管理者の指定
市立花輪保育所の指定管理者の指定
小中学校教師用教科書及び指導書の購入
道路線の認定
道路線の廃止
令和６年度一般会計補正予算（第10号）
令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
令和６年度介護保険特別会計補正予算（第４号）
市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
令和６年度一般会計補正予算（第11号）
令和７年度一般会計補正予算（第１号）
副市長の選任（今村繁氏）
教育委員会委員の任命（吉田富昇氏）

議案番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

発 議
発 議

１
2

第
第

号
号

市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正
市議会委員会条例の一部改正

可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致

発議番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

請 願
陳 情

１
１

第
第

号
号

野田市における土曜授業中止を求める請願
国民健康保険料の引上げをやめ、18歳未満の均等割保険料の免除を求める陳情

不 採 択・賛 成 少 数
みなし不採択（※）

請願・陳情番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

■ 3 月定例会の審議結果

市議会ホームページには、審議結果のうち賛否が分かれたものについての
議員別表決結果などを詳しく掲載しております。
https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/1028233/1028235/1045495.html

承 認・全 会 一 致
可 決・賛 成 多 数
可 決・賛 成 多 数
可 決・賛 成 多 数
可 決・賛 成 多 数
可 決・賛 成 多 数
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・賛 成 多 数
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・賛 成 多 数
可 決・賛 成 多 数
可 決・賛 成 多 数
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・賛 成 多 数
可 決・全 会 一 致
可 決・全 会 一 致
可 決・賛 成 多 数
同 意・賛 成 多 数
同 意・全 会 一 致

※みなし不採決
　同一会期中に、請願や陳情と相反する議案が可決されたため、不採択とみなし処理すること。

令和７年５月１日発行15



高齢者や視覚の弱い方でも誤読の少ないユニバーサルデザインフォントを採用しています。

の　だ
市議会
だより

野田市議会ホームページ https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/index.html

野田市議会

No.166　令和７年 5月 1日発行／野田市議会広報委員会
〒278-8550　千葉県野田市鶴奉 7－1　TEL.04-7125-1111

定例会の日程は市議会ホームページでもご覧いただけます。

　日程は６月３日（火）　に開催予定の議会運営委員会で
正式に決定します。

６月定例会のお知らせ

開会の予定です
６ ９ 月

曜日月 日

　無料アプリ「カタログポケット
（Catalog Pocket）」を使って、のだ
市議会だよりが、スマートフォンやタブ
レット、パソコンでご覧いただくこと
ができるようになりました。

スマートフォンやパソコンで

のだ市議会だよりが
ご覧になれます
のだ市議会だよりが
ご覧になれます

Android版 iOS版ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

こ
ち
ら
か
ら

注：アプリのダウンロードは無料ですが、情報の受信には通信料が発生しますので、ご注意
ください。アプリをインストールしなくても、ウェブサイトで閲覧は可能です。

開　会

閉　会

会期の決定、
議案上程、市政一般報告
提案理由説明、議案質疑、委員会付託

一般質問 

常任委員会（議案等の審査）

委員長報告、質疑、討論、採決

18 日（水）
19 日（木）
20日（金）
23日（月）
24日（火）

27日（金）

17日（火）
6月  9日（月）

編 集 後 記
　やっと暖かくなり春が来たな、と思ったら
急に寒さが戻るなど、三寒四温が続いていま
す。また、花粉症等もあり、体調管理が大変
だったのでないでしょうか。これからの暑い
時期に向け、食事や睡眠をしっかり取りま
しょう。
　昨年から広報委員として、のだ市議会だよ
りの作成・編集に取り組んでまいりました。
　今後も、より身近で誰にでもわかりやすい
市議会だよりをお届けしてまいります。

広報委員　桜田　康則

のだ市議会だより 166号 16


